
 

★学習や生活について □□よい傾向 ➽気がかりな傾向 

《家庭や地域に関すること》 

越前市では、  
➽「朝食を毎日食べていますか」という質問に対して、「毎日食べている」と回答して

いる児童の割合が、全国及び県の平均と比べて低い傾向にあります。 

➽学校の授業時間以外で、１日当たりの勉強時間が、全国及び県の平均と比べて少ない傾向にあります。 

➽１日当たりのゲームをしている時間、ＳＮＳや動画視聴をする時間が、全国及び県の平均と比べて多い傾

向にあります。 

 

《学校に関すること》 

越前市では、 

□□多くの児童が学校に行くのが楽しいと思っています。 

□□多くの児童が自分と違う意見について考えるのは楽しいと思っています。 

□□学習した内容について、分かった点やよく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができ 

るという児童が多くいます。 

□□学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり広げたりすることができるという児童

が多くいます。 

□□授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり生活に生かしたりしているという児童が

多くいます。 

《自分自身に関すること》 

越前市では、 

□□多くの児童が将来の夢や目標を持っています。 

□□自分にはよいところがあると思っている児童が多くいます。 

□□人の役に立つ人間になりたいと思っている児童が多くいます。 

□□いじめはどんな理由があってもいけないことだと思っている児童が多くいます。 

□□普段の生活の中で、幸せな気持ちになることがよくあるという児童が多くいます。 

《タブレットやＰＣを使った学習に関すること》 

□□タブレット・ＰＣなどのＩＣＴ機器を使う学習において、自分のペースで学習を進めたり、自分の考えや意見

を分かりやすく伝えたりすることができると思っている児童の割合が、県や全国の平均よりも高い傾向に

あります。 

学力面との関係で分析すると  

□□課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる。  

□□自分と違う意見について考えるのは楽しいと感じている。 

□□友達と話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり広げたりする

ことができる。 

□□学習した内容について、分かった点や分からなかった点を見直し、

次の学習につなげることができる。 

 

左の項目にあてはまる 

児童ほど、教科の正答率が 

高くなる傾向が伺えます。 


